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第１部 はじめに  第１章 計画策定にあたって 

第１章 計画の策定にあたって 
第１節 計画策定の趣旨

本村では、昭和 55 年度に総合振興計画を策定以来、５次にわたって
村づくりに取り組んできました。平成 24（2012）年度から令和３年
（2021）度を計画期間とする「第５次西粟倉村総合振興計画」において
『百年の森林に囲まれた 快適で人が輝く 自然と交流のむら “ 西粟
倉村 ”』を目指して村づくりを進めてきました。 
この間、村の主要産業である林業を軸とした「百年の森林事業」を行

い、西粟倉村の森、木を利用した村づくり、新しい産業の創出を通じて、
雇用の確保や人口の維持に努めてきたところです。また、平成 25（2013）
年には環境モデル都市、平成 26（2014）年にはバイオマス産業都市、
平成 27（2015）年からは「起業＋移住」をコンセプトとした「ローカ
ルベンチャー（地方でのベンチャー的起業）スクール」を開始し、着実
に人口減少の流れを弱めるとともに、令和元（2019）年には SDGｓ未
来都市に選定され、持続可能な地域創出に取り組んできました。 
合併を選択せず。単独での道を選択してから 20 年近く経過しようと

しています。「森林」を軸とした村独自の施策も根付きつつあり、分野
は多分野にも展開し、移住者も増え、その数は人口の約 1割になりつつ
あります。一方、地域を取り巻く環境は、依然として人口減少・少子高
齢化社会やこれまでの経験以上の気象災害への対応、本格的な脱炭素社
会への到来、誰一人取り残さないを基本理念とした SDGｓの実践など、
この 10 年間は持続可能な社会への転換期として重要な 10 年となります。 
あわせて、厳しい村の財政状況など解決すべき課題が山積する環境の

中、西粟倉村に関わる全ての人が協働した地域づくりを進める必要があ
ります。 
すべての村民と訪れる人々が「いきいき」と「村に居続けたい、関わ

りたいと思うことができる」誰一人取り残さない持続可能な村に向けて
の指針として、「第６次西粟倉村総合振興計画」を策定するものです。

第２節 計画の位置づけ

平成 23（2011）年 8月の地方自治法の一部を改正する法律（平成 23
年法律第 35号）の施行により、法律による策定の義務はなくなりまし
たが、激変しつつある社会情勢にあって持続可能な地域社会の構築を目
指していくために、むらづくりのための計画の重要性が今後一段と増す
ことから、平成 24（2012）年 9月に「西粟倉村総合振興計画策定条例」
を定め、総合振興計画を西粟倉村の最上位の計画として位置づけました。
また、施策の一体的な推進のため、基本構想および基本計画に、「人

口ビジョン」「地方創生総合戦略」を組み込むものとします。 

第３節 計画の構成と目標年次

この計画は、村の将来像を定め、村づくりの指針となる長期的な展望
にたった総合計画であり、村の将来像を実現するための基本目標を明示
する「基本構想（10 年間）」、基本構想に示された基本的施策に基づき、
分野ごとに施策を体系的に示す「基本計画（５年間）」、基本計画に掲げ
た施策を実現するための「実施計画（５年間）」をもって構成します。 

年度
構成

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

基本構想
（人口ビジョン含む）

基本計画
（地方創生総合戦略含む）

実施計画

※予算編成前に毎年度見直し 

10年間

5年間 5年間
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第１部 はじめに 第２章 計画策定の背景 

第２章 計画策定の背景 
第１節 むらの歩みと概況

１． むらの概況

西粟倉村は岡山県の最東北端に位置し、周囲の大半は岡山県美作市と
接しています。また、1,000 ｍを超える中国山地を介して、北は鳥取県
智頭町、東の一部を兵庫県宍粟市と接する県境の村です。 
標高は 270～1,280ｍと起伏に富み、年間平均気温は約 11 度、年間

平均降水量は約 2,000 ㎜の積雪寒冷単作地帯にあります。 
地形的には、東西 9.0 ㎞、南北に 13.5 ㎞、総面積 57.93 ㎢の峡谷

型で、この峡谷型の中央を南に向かって清流・吉野川が流れ、これに沿
って細長い平野部がひらけ、農地と集落が点在しています。
一方、総面積の９割以上は森林であり、このうち人工林は８割以上を

占めています。この豊かな森林は村の貴重な資源であり、なかでも村の
最北端に広がる「若杉天然林」は、標高 1,200 メートル、面積約 83ha 
の中国山地を代表する森林として、氷ノ山後山那岐山国定公園の特別保
護地区に指定されています。 
地質的にみると、本村の北東部（大茅）と南西部（知社、筏津）の山

間部は新生代の花崗岩類、それを挟むように中央部（坂根、長尾）は中
生代の変成岩類から構成されており、特に花崗岩は、造岩鉱物の粒子が
大きいため極めて風化しやすく、気温の変化等に対する崩壊が起こりや
すいものとなっています。 

西粟倉村の位置 
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第１部 はじめに 第２章 計画策定の背景 

２． むらの歩み

この地は古くから交通の要衝であったとの記録が残っています。「時
範記」には 1099 年２月 14日(旧暦）に因幡国司となり赴任する平時範
が境根（坂根）に泊まり、翌日志戸坂峠で「境迎え」の儀式を行った様
子が書かれています。 
明治 22年の町村制の施行に伴い、大茅、坂根、影石（塩谷村は明治

５年影石村に合併）、長尾、筏津、知社の各村が合併して「西粟倉村」
となり、今日に至っています。 
また、昭和及び平成の合併には西粟倉村は参加せず、単独自治体とし

て自主・自立の道を選択し、むらづくりを進めてきました。 

① 百年の森林構想・百年の森林事業 ver.2.0 

「百年の森林事業」は平成 20（2008）年に着想され、翌年から村の
森林施業と民間による林業六次化で構成されています。細分化された民
有林を村との森林長期施行管理に関する契約の締結により集約化、間伐
施業の効率化を図ることで放置されてきたスギ・ヒノキ林の整備を行っ
ています。 
令和元（2019）年からは「百年の森林事業 ver.2.0」として、森林構

成の再構築（森林RE Design）を行い山林資源の多様化や、資金調達に
ついて民間から調達する仕組みとして森林ファンドの組成、再生可能エ
ネルギーの普及を行っています。 

② ローカルベンチャーの取り組み 

ローカルベンチャースクールやローカルライフラボ等地域の外から
ヒト・コトを呼び込み、また、地域内からも起業や新規事業を促す取り
組みを行い、地域経済の多様化・拡大を推進しています。 

③ ソーシャルビジネスローカルベンチャーの取り組み 

UI ターンを促進させ関係人口の拡大を図るため、地域社会資本の価
値を掘り起こしサービスを創出する「ソーシャルビジネスローカルベン
チャー」に取り組み、令和 2（2020）年 7月に西粟倉村と企業等が共同
で「一般財団法人西粟倉むらまるごと研究所」を同村内に設立しました。 
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●この間の歩み 

年 主な取り組み 背景・ねらいなど 関連する動きなど

平成 16年
(2004 年)

地域再生マネージャー事業（～2007）
合併協議会離脱＝自主自立の決意

地域活性化へ
住民アンケート結果により決断

平成 18年
(2006 年)

FSC（森林）認証取得（初回）

平成 19年
(2007 年)

雇用対策協議会設立 地域外から人材を獲得する取り
組み

平成 20年
(2008 年)

百年の森林構想着想 フラッグシップ戦略

平成 21年
(2009 年)

百年の森林事業開始
㈱西粟倉・森の学校設立

林業六次化

平成 25年
(2013 年)

環境モデル都市選定 百年の森林事業の川下事業を推
進（LV 事業、再生可能エネルギ
ー） 平成 26年

(2014 年)
バイオマス産業都市選定 （西粟倉発電所「めぐみ」リ

プレイス）
平成 27年
(2015 年)

ローカルベンチャースクール開始（林業関連の起業と移住）
（2018 年現在、34事業）

フラッグシップに共感する若者
の移住 
地域プレーヤーを呼び込み、移
住 

（薪ボイラーあわくら温泉
湯元設置）

平成 28年
(2016 年) 

西粟倉村ローカルベンチャー推進協議会設立（広域連携）＝地方創
生事業着手 
・㈱西粟倉・森の学校 AO㈱分社

平成 29年
(2017 年)

・ローカルライフラボ創設 （エネルギーセンター着
工）

平成 30年
(2018 年)

「生きるを楽しむ」着想
・ソーシャルビジネスローカルベンチャーを活用開始

社会資本拡充
多様な地域生態系の醸成

西粟倉アプリ村民票開始

平成 31年
(令和元
年・2019
年) 

SDGｓ未来都市選定
・一般社団法人Nest 設立 
・百年の森林事業 ver.2.0 
・森林信託事業開始 
西粟倉村基幹施設竣工

福祉、教育、コミュニティ等社会
資本の充実 

地域流学型大学「さとのば
大学」プロジェクト参画 

令和 2年
（2020 年）

・(一財)西粟倉むらまるごと研究所設立
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第１部 はじめに 第２章 計画策定の背景 

第２節 時代の潮流

① SDGs 誰一人取り残さない社会、統合的な課題解決へ 

平成 27（2015）年の国連持続可能な開発サミットが開催され、「持続
可能な開発のための 2030 アジェンダ」が採択されました。アジェンダ
は、人間、地球及び繁栄のための行動計画として「持続可能な開発目標
（SDGs）」を掲げました。 
この目標は、全ての国、あらゆる立場の全ての人を対象としています。 
「誰一人取り残さない」という理念と、社会・経済・環境のさまざまな

課題（17 の Goals）に総合的に取り組むことが重要と謳われています。 
「取り残されそうなこと」はないか、従来の分野を超えた横断的な取

り組みやそれを実現する仕組みづくりが求められています。 

② 本格的な脱炭素化社会の到来および気候変動影響への対応 

平成 27（2015）年 11月、気候変動枠組み条約締約国会議（COP21）
で採択されたパリ協定において、「気温上昇 2℃未満に抑える」「今世紀
後半に人為的な温室効果ガスの実質排出ゼロ」といった目標が盛り込ま
れました。この動きを契機として、欧州や経済界が脱炭素社会に向けて
舵を切りました。また、国内でも令和２（2020）年 10 月に「2050 年ま
でに脱炭素化社会を実現する」ことが宣言されました。 
気温上昇を 2℃未満に抑えるためには、2030 年や 2040 年での一定の

脱炭素化が求められており、一部のグローバル企業は 2030 年での脱炭
素化を目指すことを掲げています。 
一方、どれだけ対策を行っても、将来、気候変動影響は起こると予測

されており、近年も、強い台風や集中豪雨、気温の上昇による熱帯夜の増
加、農水産物の収穫への影響や暮らしへの影響など、その影響が顕在化
しています。そのため、起こりうる将来に向けての「備え」が求められており、
新たな産業や暮らしへ転換するなどの「適応」も求められています。 

例１：食を守るための「適応」

  例２：健康を守るための「適応」

図 適応の例（気候変動適応情報プラットホームHP）
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第１部 はじめに 第２章 計画策定の背景 

③ Society5.0 超スマート社会への動き 

Society5.0 とは、狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、
工業社会（Society 3.0）、情報社会（Society 4.0）に続く、新たな社会
を指すもので、第５期科学技術基本計画において我が国が目指すべき未
来社会の姿として初めて提唱されました。 
国は IoT（Internet of Things）によりサイバー空間（仮想空間）とフ

ィジカル空間（現実空間）を連携し、モノやサービスを、必要な人に、
必要な時に、必要なだけ提供されるとともに、社会システム全体が最適
化され、経済発展と社会的課題の解決を両立していける社会の実現に向
けて推進しています。 

④ グローバリゼーションから地域経済循環へ 

新型コロナウィルスの世界的な感染拡大は世界を一変させました。こ
れらの背景の一つとして、過度な「グローバリゼーション」があります。 
新型コロナウィルス感染拡大は健康上の危機から経済災害へと大き

く変化しています。 
欧州では、経済復興において、従来型の復興ではなく、気候変動影響

等に配慮したグリーンリカバリーという考え方が謳われています。また、
ICTの加速的導入など新たな生活様式・事業様式といった社会の転換に
もつながっています。 
改めて、地域内の経済循環やつながりの創出、ICT や環境技術など新

たな技術の導入と転換が地域にも求められています。 

図 Society 5.0で実現する社会（資料：内閣府）
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第３節 むらづくりへの想い～アンケート、WSより～

１． アンケート調査結果（抜粋）

村民のみなさんのむらづくりへの想いや村政に対する要望等を把握
するため、15 歳以上の全村民と村内の小学生・中学生に対しアンケー
ト調査を実施しました。また、村民のみなさんのご協力を得て、現在は
西粟倉村を離れて暮らしている村出身者の方にも調査を行いました。

① 村民 (高校生以上)アンケート 

► 対 象 者： 15 歳以上の全村民 1,250 名 
► 調査方法および配布・回収方法：世帯へ世帯人員分を同封して、郵
送を行った。なお、回収にあたっては、郵送での回収または WEB
での回答とした。 

► 期  間 ： 令和 2（2020）年 8月 7日～9月 11 日 
► 回収状況： 回収数 389件（内、郵送回収 335 件、WEB回収 54件） 

回収率 31％ 

② 村出身者・関係人口向けアンケート 

► 対 象 者： 15 歳以上の全村民
► 調査方法および配布・回収方法：世帯へ世帯人員分を同封して、郵
送を行った。なお、回収にあたっては、郵送での回収または WEB
での回答とした。 

► 期  間 ： 令和 2（2020）年 8月 7日～9月 11 日 
► 回収状況： 回収数 211件（内、郵送回収 47件、WEB回収 211 件） 

③ 小中学生向けアンケート 

► 対 象 者： 村内に居住するすべての小学 5・6年生及び中学生 62 名 
► 調査方法および配布・回収方法： 学校にて配布・回収 
► 期  間 ： 令和 2（2020）年 8月 
► 回収状況： 回収数 62件 

村民 村での生活の満足度 

► 満足度が高い項目として、「上水道（簡易水道）の整備状況」（78.1%）

や「下水・ごみ・し尿の処理」（74.6%）等が挙げられています。 

► 一方、比較的満足度の低い項目として、「身近に購入できる買い物

の便利さ」（46.3%）、「高校への通いやすさ」(41.9%)等が挙げられ

ています。 

► 過去のアンケート結果と比較すると、道路や上下水道などの生活イ

ンフラに関しては過去と同じく高い評価を得ています。一方「福祉

サービス（在宅福祉など）の状況」といった福祉関連の評価は低下

しています。 

13.4%

18.5%

17.0%

9.8%
4.4%

2.3%

2.8%

2.8%

2.1%

4.4%

8.7%
0.8%

5.7%
2.8%

3.1%

0.5%

5.9%

5.9%
0.5%
1.3%

1.0%

0.8%

2.8%

2.1%

1.8%

1.8%

51.9%

59.6%

57.6%

41.4%

32.6%

13.6%

21.9%

20.1%

16.5%

27.0%

31.6%

5.1%

23.4%

19.5%

22.6%

17.5%

29.3%

45.5%

9.8%

10.8%

8.0%

8.2%

24.2%

22.4%

16.7%

14.4%

19.3%

11.6%

13.9%

32.4%

41.9%

50.4%

57.8%

57.3%

61.2%

54.2%

39.6%

36.2%

45.5%

53.0%

54.8%

37.5%

37.8%

24.9%

62.5%

32.1%

48.1%

49.1%

54.5%

57.8%

45.8%

51.2%

5.7%
2.1%

2.3%

6.2%

9.8%

18.8%
4.1%

5.4%
2.8%

1.8%

5.1%

29.3%

8.0%

7.7%
3.9%

24.9%

9.8%

8.0%

6.9%

35.2%

23.7%

21.6%

5.4%

5.7%

22.4%

17.7%

0.3%

0.3%

1.0%

1.8%

3.1%

0.5%

1.0%

0.8%

0.5%

0.0%

12.6%
2.6%

1.3%

0.8%

9.3%
3.9%

3.9%
2.3%

11.1%

8.0%

7.7%
1.3%

0.8%

3.6%

5.1%

9.5%

8.2%

9.0%

9.3%

9.5%

11.8%

12.9%

13.4%

16.7%

12.1%

14.9%

15.9%

14.9%

15.7%

14.9%

10.3%

13.4%

11.8%

18.0%

9.5%

11.3%

12.6%

11.8%

11.3%

9.8%

9.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

幹線道路や生活道路の整備状況

上水道（簡易水道）の整備状況

下水・ごみ・し尿の処理

集会所などの整備状況

病院などの保健・医療・福祉施設の整備状況

休日・夜間の救急医療体制

福祉サービス（在宅福祉など）の状況

地域の福祉（介護分野・障害分野）のサービス

地域の産前産後サポート・育児支援サービス

地域における健康づくりの取組

小中学校への通いやすさ

高校への通いやすさ

保育環境や子どもの遊び場の充実度

教育環境（特色のある学校教育等）の充実度

子育てに対する地域の協力

鉄道やバスなどの公共交通の利便性

インターネットなどの情報通信環境

携帯電話の通信状況

テクノロジーの活用

身近に購入できる買い物の便利さ

日常的な娯楽施設の整備状況

芸術・文化に触れる機会

自然環境の保全状況

伝統文化や祭り等の地域文化の保存状況

洪水・土砂災害等の災害に対する安全性

かかる生活費について

村での生活の満足度(N=389)

大変満足 満足 どちらでもない 不満 大変不満 無回答
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第１部 はじめに 第２章 計画策定の背景 

村民 地区・集落で発生している問題＜現在、将来＞ 

► 「高齢化が進行」は、現在(52.4%)・将来(59.6%)のどちらにおいて

も、項目の中で割合が最も高く、重大な問題であることが分かりま

す。

► 現在の問題は、「鳥獣被害が増加」(30.6%)、「空き家・老朽家屋が

増加」(28.5%)等が挙げられています。 

► 将来の問題は、「空き家・老朽家屋が増加」(47.6%)、「耕作放棄地

が増加」(42.2%)等が挙げられています。 

村民・

関係者 
村の魅力 

► 村民では、「新鮮な空気、きれいな水」（75.8%）が最も多く、「豊か

な森林」（57.6%）等、村の自然の豊かさを魅力に思う方が多くなっ

ています。また、過去のアンケートに比べて「鳥取や兵庫方面への

アクセスの良さ」（61.4%）に 20%以上の増加が見られます。 

► 村出身者や関係人口においても、「豊かな森林」(79.1%)が最も多く、

「新鮮な空気、きれいな水」(76.8%)と村の自然環境に対する評価

が高くなっています。「のんびりした時間」(52.1%)は村民（36.5%）

よりも高い評価となりました。 
52.4%

10.8%
11.1%

15.7%
12.6%

6.4%
13.1%
15.2%

10.0%
15.7%

10.3%
28.5%

20.3%
13.9%

18.0%
5.7%
8.0%

30.6%
2.8%

30.3%

59.6%
34.2%

31.6%
30.3%

37.0%
26.0%

31.6%

19.8%
30.1%

35.2%
15.9%

47.6%
42.2%

30.6%
38.8%

29.0%
28.3%

35.5%
4.1%

26.7%
0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

高齢化が進行

集会場等の維持・管理が困難

道路や水路の補修・維管理が困難

山林の管理が困難

伝統芸能や祭事の継承が困難

冠婚葬祭等の相互扶助が困難

災害時の相互扶助が困難

通学が困難など子育てがしにくい

地区行事・イベントの開催が困難

高齢者等への見守り・声かけが減少

ごみの不法投棄が増加

空き家・老朽家屋が増加

耕作放棄地が増加

森林管理が困難

離農者の増加

神社・仏閣が荒廃

自然・農山村景観が荒廃

鳥獣被害が増加

その他

無回答

地区・集落で現在感じている問題と将来（10年後）深刻となる問題 N=389

現在の問題 将来（10年後）深刻となる問題

57.6%

75.8%

30.1%

36.5%

15.2%

34.4%

14.1%

40.9%

9.8%

61.4%

21.1%

3.3%

5.1%

79.1%

76.8%
30.8%

52.1%

20.9%

31.3%

24.6%

39.8%

9.5%

36.5%

40.3%

0.9%

2.8%

0.0% 50.0% 100.0%

豊かな森林

新鮮な空気、きれいな水

良好な住環境

のんびりした時間

地域の一体感や互助精神

人と人との温かいつながり

伝統的な農村景観

安心で新鮮な米や野菜

貴重な伝統芸能・地域文化

鳥取や兵庫方面へのアクセスの良さ

SDGs未来都市・ローカルベンチャー等先進的な取組

その他

無回答

村の魅力は何だと思いますか（村民N=389、村出身者・関係人口N=211）

村民 村出身者・関係人口



9 

第１部 はじめに 第２章 計画策定の背景 

村民・

関係者 
村に住み続ける上で＆帰村する上で必要なもの 

► 村民では、「乗合バスの巡回など移動手段の充実」(35.7%)、「高齢

者福祉サービスの向上」(35.7%)、「保健・医療施設や救急医療体制

の充実」(35.5%)が挙げられています。 

► 村出身者や関係人口は、「インターネットなど情報基盤の充実」

(41.2%)が最も多く、次いで「自然環境の保全」(36.0%)、「農地・

山林の管理・保全」(32.2%)の順となっています。 

► 過去のアンケートと比較すると、村民、村出身者や関係人口共に、

「インターネットなど情報基盤の充実」の割合が増加しています。 

村民・

関係者 
村が力を入れていくべきこと 

► 村民では、「乗合バスの巡回など移動手段の充実」(41.4%)、「保健・

医療施設や救急医療体制の充実」(40.6%)、「自然環境の保全」

(40.4%)が挙げられています。 

► 村出身者や関係人口は、「自然環境の保全」(50.2%)、「農地・山林

の管理・保全」(43.6%)、「インターネットなど情報基盤の充実」

(41.7%)の順となっており、自然環境の保全に対する意識が高いこ

とが分かります。 

31.1%

28.3%

24.4%
30.3%

18.3%
9.8%

19.8%

35.7%

34.7%

17.2%

18.8%

21.3%
29.0%

35.5%

30.8%

35.7%

31.6%

23.4%

26.7%

26.7%

17.7%

20.8%

19.3%
19.5%

15.4%
1.5%

29.0%

36.0%

32.2%

24.2%
42.2%

19.4%
11.8%

28.4%

26.1%

28.9%
10.4%

14.2%

10.4%

26.5%
28.0%

25.1%

25.6%
16.6%

14.2%

18.0%
16.6%

6.6%

15.6%

15.2%
22.3%

11.4%
0.5%

23.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

自然環境の保全

農地・山林の管理・保全

上下水道の整備

インターネットなど情報基盤の充実

農林業の振興

伝統的な産業の支援・復活

新しい産業おこしや起業の支援

乗合バスの巡回など移動手段の充実

買い物支援の充実

道路網の整備

村営住宅の提供や改修

公園やスポーツ施設の整備

学校教育の充実

保健・医療施設や救急医療体制の充実

児童福祉や子育て支援の充実

高齢者福祉サービスの向上

独居高齢者の見回りの強化

道路の除排雪の強化

雪下ろしや敷地周りの雪処理の強化

防災対策の強化

集落活動への支援の充実

Uターンの促進

Iターンの促進

村の資源を活かした観光・交流活動の促進

行政情報の見える化の向上

その他

無回答

村に住み続ける上で＆帰村する上で必要なもの（村民N=389、村出身者・関係人口N=211）

村民 村出身者・関係人口

40.4%

38.0%

22.1%
26.5%

27.5%

18.8%
30.1%

41.4%

33.2%

15.4%

19.8%

23.1%

33.2%

40.6%

34.4%

37.3%

31.1%

25.7%

22.6%

30.3%

16.7%

32.9%

24.2%
31.9%

29.3%

2.3%

21.6%

50.2%

43.6%

16.6%
41.7%

28.0%

18.5%
33.6%

30.8%

29.4%

6.6%
11.8%

16.6%

24.6%

34.6%

24.6%

28.4%
18.5%

14.2%

20.4%
18.5%

10.4%

20.9%

23.2%
37.4%

11.8%

3.3%
10.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

自然環境の保全

農地・山林の管理・保全

上下水道の整備

インターネットなど情報基盤の充実

農林業の振興

伝統的な産業の支援・復活

新しい産業おこしや起業の支援

乗合バスの巡回など移動手段の充実

買い物支援の充実

道路網の整備

村営住宅の提供や改修

公園やスポーツ施設の整備

学校教育の充実

保健・医療施設や救急医療体制の充実

児童福祉や子育て支援の充実

高齢者福祉サービスの向上

独居高齢者の見回りの強化

道路の除排雪の強化

雪下ろしや敷地周りの雪処理の強化

防災対策の強化

集落活動への支援の充実

Uターンの促進

Iターンの促進

村の資源を活かした観光・交流活動の促進

行政情報の見える化の向上

その他

無回答

村が力を入れていくべきこと（村民N=389、村出身者・関係人口N=211）

村民 村出身者・関係人口
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第１部 はじめに 第２章 計画策定の背景 

小中学生 小中学生が望む村の将来 

① どのような村になってほしいか 

►「森や川などの自然を大切にするむら」（79.0%）が最も多く、次い

で「事故や事件が少ないむら」（77.4%）、「お祭りなど地域の行事を

大切にするむら」（71.0%）、「地域の人が助け合い仲良くするむら」

（67.7%）となっています。 

► 過去のアンケート結果と比較すると、「地域行事を大切にする」の

割合が 2割以上増加しています。 

② あなたが思うワクワクする村の姿 

► 村の小中学生への「あなたの目に浮かぶ、10年後の未来の村の姿（暮
らしや仕事、環境（森林、農業、交通、子育て等）など）について自
由に書いてください。また、10 年後の村で、どんな自分になってい
たいですか」の問いに対して、児童・生徒の回答を要約すると下表の
通りです。 

表 小中学生が望む村の将来（アンケート結果要約）

社会 ・誰もが親切で上手にかかわりあうようになっている村 
・誰もが安心、安全に暮らせる村 
・行事・文化を大切にする村 
・木を使った建物が増えている 
・誰もが西粟倉を愛することができる村
・日本一暮らしやすい村 
・色々な人が知っている村 
・みんなの笑顔と笑い声が響く、楽しい村

環境 ・森林・自然がいっぱいの村 
・原生林が残っている村

人口 ・人口の増加 
・子どもの数が増える 
・I ターンの人が多い村

利便性 ・コンビニやスーパーが欲しい 
・遠くまで買い物に行かなくていい村 
・電車で通勤できる村 
・ちょっと都会になっている

仕事 ・仕事をしたい 
その他 ・今の環境で満足している・変わって欲しくない 

・将来の自分は村にいないと思う
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第１部 はじめに 第２章 計画策定の背景 

２．  第 6次西粟倉村総合振興計画将来ビジョン策定 2030 村民ワークショップ

① ワークショップ開催の背景 

第 6 次総合振興計画の策定にあたり、10 年後の西粟倉村のありたい
姿を村民のみなさんと一緒になって議論し、多様な観点から「ビジョン」
として意見をまとめ、今後の方向性を定めるため、ワークショップを実
施しました。 

② ワークショップの概要 

ワークショップは、西粟倉村の課題抽出から始まり、各自が描く未来
像について議論した後、将来に残したい思いや残したいことを議論し、
分野ごとにビジョンとしてまとめました。全体の流れを図にまとめたも
のを以下に示します。 

＜第一回ワークショップ＞ 

西粟倉村において日頃から感じている課題、および今後課題になりそ
うなことについて議論しました。6つのテーブルに分かれた後、ブレイ
ンライティングという手法を用い、各々が思う課題を書き出していきま
す。課題を 3 つあげたら隣の人に回す、という作業を繰り返すことで、
隣の人があげた課題に触発されて、日頃感じていたことを思い出すきっ
かけにしていきます。あげられた課題は、二回目のワークショップで活
用するため、似ているものをグループ化・分類しました。 

＜第二回ワークショップ＞ 

一回目であげられた課題について「個人・家庭」「生活環境・地域」
「経済・文化・社会」のうち、どの層の課題なのかを整理することを目
的として行いました。課題同士がどのように影響しあっているかをまと
めるのに役立つ、「サービスエコロジーマップ」に整理しました。 

＜第三回ワークショップ＞ 

10 年後にはどのような西粟倉村になっていて欲しいか、未来社会の
キーワードを例示しつつ、思い浮かべてもらいました。「未来スケッチ」
と題したワークシートに、課題と未来のキーワードから発想した、西粟
倉村の未来像がまとめられました。課題は、これまでのワークショップ
で議論してきた土台を元に、個人で取り上げ掛け合わせに活用しました。 

＜第四回・第五回ワークショップ＞ 

これまで議論した「課題」と「未来像」をつなぎ合わせて整理し、最
終的に総合振興計画の分野に近い分類での「ビジョン」を検討しました。
参加者からお聞きした専門分野を元にしたグループごとに検討を行い、
今後も大切にしたい思いや大切にしたいことを洗い出し、ビジョンを検
討するための要素としました。検討結果を次の頁以降に示します。 

※記述を短くするため、ワークショップを「WS」と略して表記しています。 
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第１部 はじめに 第２章 計画策定の背景 

●村民から出された「分野ごとのビジョンと、課題・未来像・大切にしたいこと」（第四回・第五回ワークショップより） 

※第一回～三回の開催結果については、参考資料に掲載しています。 

課題 

【ビジョン】最後まで生きるを楽しむ

一人暮らしの高齢者 未来の自分たちで考える当事者意識（自分ごと）

1つの個性と考えを尊重、自
主性も

見守る人や家族等への負担
持ちつ持たれつの関係や循
環（気負いをなくしたい）

家族が帰って来たくなる村 医療に掛ける時間を人生の為
に使えること

相続や行政手続き等の事務処
理をわかりやすく、簡易に行え
るサービス

大切にしたいこと・思い 未来像 課題 

大切にしたいこと・思い 未来像 

専門的な医療が（的確な）可
能な病院が近くになく、選択
肢も少ない 

医療従事者の地域格差（数・
経験等） 医師に対して自分のことを率

直に遠慮なく伝えること。

遠隔だけでなく対面の医療

自分の情報を正確に伝える 自分の体についてしっかりと
自分も学ぶ 
治療や薬についても自分でも
考えること いつでも受診できる、声が聞

ける医療体制。医師への負担

保険や補償制度

当事者意識を（いつ自分が…）
備えること

医療機関内での情報共有。ど
こで受診しても自分にマッチ
した医療 

かかりつけ医と遠隔で診察し
てもらい、診療所、家に居なが
ら専門的な医療が可能

診療所（村内）と村外医療機関
の役割が明確である。医療や薬の知識が乏しい

【ビジョン】ドラえもんの医療

診療所でも可能な役割を住民
が把握しておらず、不安に繋
がっている

医
療
分
野

高
齢
者
福
祉
分
野

12 



13 

第１部 はじめに 第２章 計画策定の背景 

課題 

【ビジョン】小さなことからコツコツと！！

村民の理解

みんなが参加できる 

SDGs が身近に感じる（親し
み）

子どもたちから大人へ SDGs
が普及している

オンラインを使いこなして世
界をつなげる

大切にしたいこと・思い 未来像 課題 

大切にしたいこと・思い 未来像 

生活する場所がない 

自分事感がない

自分らしく生きていける 

障害者が納税者になる 

得意なことを引き出す、伸ば
せる環境

あるがままを受け止めてくれ
る村

カテゴライズされない社会 

自立を促す仕組みになってい
ない

【ビジョン】自分らしくあなたらしく

生活の場がない

障
が
い
者
福
祉
分
野

E
S
D
,S
D
G
s

教
育
分
野

関わる（知る）機会がない 

有資格者でもコミュニケーシ
ョンをとれるとは限らない

そもそも知識がない 
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第１部 はじめに 第２章 計画策定の背景 

課題 

【ビジョン】ご飯をいつまでもおいしく食べる

子どもたちが
バス通学

大切にしたいこと・思い 未来像 課題：いつまでも健康でいられるには 

大切にしたいこと・思い 未来像 

部活が少ない 多様性を受け入れる 

先生が固定されている

地域の人が学習支援をする 

先生と保護者が協力して子育
てしている

教育移住（教育の魅力化）が進
んでいる

市町村の交流 
子どもが少ない（少子化問題）

【ビジョン】みんなちがってみんないい 多様性を認められる学校教育

→継続しにくい
学
校
教
育
分
野

健
康
づ
く
り
分
野

地域に関して良く知っている
先生が少ない

高校進学で村を離れる 

仲間が少ない 運動する場所
が少ない 

地域の人たちが学校教育に関
心を持てる環境を考える

学校・地域・保護者が仲良し 

しなやかな考え方 

失敗を大切にできる 

肥満率高め 

大人も歩かな
さすぎ

健康につなが
るアクション 
→ポイント化

バスは一定距
離以上出ない

おいしい食材
が村でいつで
も手に入る

村内に歩いて
いる人がいる

やりたいこと
ができる

人と話して笑
っていられる

心の健康 通学時は 15 分
以上歩く

全身を使って
暮らす
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第１部 はじめに 第２章 計画策定の背景 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
分
野

課題：子育ての中で問題を感じる部分 

同級生がいるかいないかで出
産時期を考えてしまう

子育てが楽しく感じられない

(子どもと）話せる場所がある

親に時間的にゆとりがある

親子がしっかり向き合える 

【ビジョン】西粟倉村らしさのある子育てを！！

子
育
て
分
野

日々楽しく笑顔でいられる 

過保護すぎる 

親に経済的なゆとりがある 

相談する場所がない 

お互いの良いところを認め合
える関係性づくり 

みんなでできるママバイト 

親の一日保育士体験 

親子でキャンプ、自然での体
験

未来像：親子が笑顔で子育てするには！！

【ビジョン】いつでも、誰でも気軽に楽しむことができる

テニスコートがなくなった

大切にしたいこと・思い 未来像 課題

雪が積もると外で遊びにく
い

山を登る時、クマがこ
わい

テニススクールがない

スポーツを体験できる
機会が少ない（弓道）

自然の中で楽しく体
を動かせるアクティ
ビティ

村内の経験者を先生
として教室をひらく

もっと美作、智頭と
コラボ

楽しみ方の多様性 

VRで体を動かし、ス
ポーツができる 

興味を持ったことを、
気軽に始めることが
出来る。体験すること
ができる

小中学校の体育の時
間に大人も参加 

手軽にスポーツ 村民 地区別体育大
会の復活 
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第１部 はじめに 第２章 計画策定の背景 

課題 

【ビジョン】文化を今の暮らしに役立てる 次の世代につなげる

村の昔の暮らし
や伝統を知らな
い

大切にしたいこと・思い 未来像 課題

大切にしたいこと・思い未来像 

村で学習できるこ
とが限られている 

専門的な分野を学べ
る。教育施設が近く
にない（大学、資格
スクール）

つながりたいと
きにすぐにつな
がれる（外とも）

ネットを通じて
学ぶ

データベースで
情報を手に入れ
ることができる

音楽を学ぶ場が
ない

気軽に使える運
動器具があれば
良い 

【ビジョン】好きがあふれる やりたいが増える村

生
涯
学
習
分
野

文
化
分
野

生涯学習の定義があ
いまい

学べるテーマが限ら
れている

他の地区の祭り
や行事のことを
知らない 

東京・上海・シン
ガポールと比べ
ると最先端の文
化が少ない

多様な生き方を
尊重しあえる

人やモノ、コトとの出
会い。成長や自己実現
につながる学びの機
会がある 

村にいても、自分の知
りたいこと、学びたい
ことにつながること
ができる

地域の文化、芸能
に触れられる。博
物館や歴史館が
ない

村の記録・過去を
後世に残す 

村の歴史や文化
について知るこ
とができる。デジ
タルアーカイブ
がある

村営歴史資料館
の開設

聞き書きが行わ
れて、年配の方々
の経験が伝わる 

村の歴史や文化
について、語り合
うことが出来る 

村のことを知り、
次の世代につな
がる 

村の文化のデジ
タル化

子供でも楽しめ
る物作り。折り
紙やわらじ作り

各自が学びたい
ことが共有され
ている

日本語教室がな
い

平日の朝や夜に
出来ること習い
事がない 本屋がない。手に

取れる本の種類が
少ない 

専門的な学習を行
うためには、ある
程度のツールと人
材が必要

村の中でアート
に触れられる

音楽家が村に沢
山住んでいる（ま
たは、皆の音楽力
が超 up） 

郷土料理が引き
継がれていない

各地区人口減。祭
りの存続

楽器や芸術につ
いての習い事が
ある 

西粟倉で「いの
こ」をしている理
由や歴史を知ら
ない
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第１部 はじめに 第２章 計画策定の背景 

課題 

【ビジョン】生産者・消費者どちらとも笑顔に

人手不足の解消、
農家の高齢化

大切にしたいこと・思い 未来像 課題

大切にしたいこと・思い未来像 

コロナで客足遠のく

人の力だ 

西粟倉 IC のランプをス
ムーズに

ワクチンが出来て、客足
回復。道の駅がバスだら
け

働く場所があって、村の
子がおつとめする。 働くと住むがパッケー

ジされた提供
夜に外食できる所

【ビジョン】地域の魅力を生み出す人材 集める・育てる・続ける

商
工
業
分
野

農
業
分
野 米の価格 

獣害 

高速から見える所に紅
葉とか桜とか

自然や田舎の風
景、四季を感じる
（観光ネタを大
事に）

ヒメボタルを景
観で勝負 

産業の先駆者で
ありつづける 

機械にお金がか
かる

公的支援

ぐるりと村中を囲む 

中間業者をとばして、
最終消費者と直結

さらにおいしいお米
を作りたい

おいしい米を作る努
力（皆農家に浸透）

うまい西粟倉の米

スマート農業 生産者、消費者どち
らも笑顔 

なぜ今の村になっ
た？

とりえがなかった
田舎

シェアとして色んな人
が出店する（日替わり外
売店） 発想と行動力 

ローカルベンチ
ャーの流れを止
めない

規格が少々合わ
なくても売れる

いかに（米）を宣
伝するか？ 

特産品オンリー
の専門店

売り先（選択肢いっ
ぱい）

特産品 
（米でも可、西ならこ
れだ！） 

I ターンの料理。地
元の農家でNewレ
シピ開発 

ファンドでお金
を集める 
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第１部 はじめに 第２章 計画策定の背景 

課題 

【ビジョン】潜在的な観光資源の掘り起こし

滞在時間を伸ばすコン
テンツが少ない

大切にしたいこと・思い未来像課題

大切にしたいこと・思い 未来像 

年/2千m3 やって 10 数年

次世代の育成と待遇西洋列強に負けない林業企業
（50 年日本は遅れているの
で、質で勝負） 

林業が子どもたちの選択肢に 

しんどいけど、人気商売に
なる

地元の大工さんが、地元の
木を使った家をつくる

獣害（苗木食べられる）
ネットが雪で倒れる

【ビジョン】信頼される林業

林
業
分
野

観
光
交
流
分
野

人手不足（機械化ももう限
界では？)

木材単価

ツアー客は来るが、お金
が落ちない

簡単なプレカットの安さに負
けている 

魅力ある農林業（プレイヤ
ー）にしていきたい

山を大事にほったらかしに
しない（環境面含め）

所有者（顧客満足）

映画のロケ地今あるものに新しいコトを
西粟倉を知っている
人が全国に増えてほ
しい。 

現在あるものを発掘し、観光
コンテンツに 今あるモノを探し、

伝え、発信、深める 

外材より村産材の良さ 

現在、薄利多売みたいで、仕
事が雑になってしまう 

植林したところを絶対防御 

ヒノキ 1本＝車 1台 

ヒノキ＠25000～30000
見学会で理解

森林の SDGｓはなんだ？

鳥取の利を活かす細かいコンテンツはある、それらを
組み合わせた。視察多い。

ツアー 

歴史的資源の発掘
・タタラ跡

バスが入れるよう
にハード整備

原生林と周辺の
ガイドツアー原生林 
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第１部 はじめに 第２章 計画策定の背景 

課題 

【ビジョン】誰もがマイカーを使わず 行きたいときに行きたいところに行ける

マイカーがあ
り、運転できる
人は「課題があ
ると思わない」
こと自体が課題

大切にしたいこと 

思い 

未来像課題

大切にしたいこと・思い 未来像 

補助対策不足
空き家が住める状
態になって、増え
たとしても定住に
つながるのか？

西粟倉に長く住みたいと思
う人がたくさんいる

多拠点の１つになる
半定住

住みやすい環境
村営住宅整備

【ビジョン】交流・長く住める村

定
住
化
分
野

交
通
・交
通
安
全
分
野

高校が近くにない

マッチング不足
貸せない理由ある

定住の定義 
⇒村としての再定
義。長く住むために
必要なモノ・コト 

子どもが遊ぶ場
所や学童に一人
で行けず、親の
送迎に頼る。

今いいと思っている環境を
残していきたい。

人とモノ、情報を受け入れ
やすい気質は残したい。

ライセンスが無くて
も、乗れる車があると
良い。

免許返納した人のメ
リットをどんどん増
やし、シニアカーや今
後開発されるかっこ
いいパーソナルモビ
リティに乗れるよう
にする

みんなで考える

自動運転の実証実験
をこれからたくさん
行って、先進地として
真っ先に導入する 縦割意識 

ワンストップで相談、
解決できる 
モビリティセンター

あわくら温泉駅にス
ーパーはくとが止ま
っていて、観光・視察
客が村に来やすくな
る

高齢者対象の安全運
転講習会の開催など
安全への意識付け

老若男女が色々な場
所に行ける。買い物ツ
アーが、平日・土日問
わず走っている。

交通、移動手段の選択
の余地がある。

定額タクシーや自家
用車の代行ドライバ
ーを活用した外出支
援サービスがあって、
免許を返しても動き
やすい状態である。

"生きるを楽しむ"

公共交通利用による
交通費の削減で生活
レベルのアップ

「気兼ねなく」使える
ライドシェアの仕組
みがあるといい（観光
客＋住民が乗りあえ
る）
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第１部 はじめに 第２章 計画策定の背景 

課題 未来像 

地域を越えて
助け合う 

停電予報（30 分以上停電しそ
うな時に、アラート出すシス
テム）

水位計、雨量計、その他のセン
サーで災害予知

各戸に蓄電池を配布してお
いてほしい。

防災担当者が危険箇所など
を見分ける。スキルアップ。
（申し出などに関して）

【ビジョン】地域で生き抜く力をつける

消
防
・防
災
分
野

避難する際の交通
手段がない人がい
る 

村内の川の水位な
どが見える化され
ていない（調べて
もわからない）

初期消火設備の使用
（操作方法）の指導。

「消防団員の定年を
上げる」 

工事未了箇所なども含めて、避
難情報を出す。

高齢者・障がい者が近所にいる
場合の避難は、役割分担が地域
で出来上がっている。

万が一、火災の時はほとんどの人が消防設備を
活用できる安心感がある。 

防災工事が後手後手になっている 
（遅れている）。リスポンス性がない

消防団員が将来
的に不足する 

救急車や救急ヘ
リが本当に来る
か。

消防団頼みの限
界がある 

大切にしたいこと 

思い 
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第１部 はじめに 第２章 計画策定の背景 

【ビジョン】潜在的な観光資源の掘り起こし

移住者と地元の人
との垣根がある 

大切にしたいこと・思い未来像課題

防
犯
分
野

家の入口にカギを
かけない

U・I ターン者への
周知

近所同士でコミュニケーシ
ョンが取れて（声掛け等）、
お互いが防犯に対して助け
合える 

日没になっても安
心して歩ける村道 

草刈りの自動化 

にしあわくらオンライン知
恵袋

近所のコミュニ
ケーション 

コミュニケーシ
ョンをとる意識
を持ってもらう 

・お節介者がいる
・話したいときに
話せる

孤独を防ぐ なんでも話
せる友達、
村民、友人

相談できる
環境 

インフラ整備

草刈り
→クマ対策 
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第１部 はじめに 第２章 計画策定の背景 

第４節 むらの課題

① 少子高齢化社会を食い止める－子どもに帰ってこいを言える村に－

近年のローカルベンチャー等の取り組みにより、移住者は村人口の約
1 割近くにもおよび 10 年前の将来推計より上向きの結果となっていま
す。また、近年は、I ターン者と地域の事業者との交流も進みつつあり
ます。  
一方、村からの転出先を見ると、岡山県内の転出者が多く、美作市へ

の通勤・通学での流出が多い状況です。また、村民のアンケート調査結
果では、約半数が「自分の子どもに帰ってこいと言える村」とは思わな
い（やや思わないを含む）と回答しています。 
これまでの、I ターン者を増やしていく施策を引き続き実施していく

とともに、今後は、Uターン者を増やしていく取り組みを行っていく必
要があります。 

② 多様性を受け入れる、 

     そして村民と移住者、多世代の交流の場を創出する 

ワークショップやアンケートでの 10年後の西粟倉村で大切にしたい
ことを問う中で、一人ひとりが「生きがい」を持って暮らせること、多
様な関わりや生き方が可能なことを望む声が多く聞かれました。 
一方、それと同時に、地域で「支えあう」ことや「良好な関係づくり」

が求める声も多く聞かれました。 
今後、「誰一人取り残さない」村づくりを進めていくためには、自主

性・自発性によりあらゆる分野で多様性の創出を受け入れていくととも
に、地域内のつながりを育む場を公民で生み出していくことも求められ
ています。 

③ ICT や IoT の進展による新たなつながりと 

               豊かさを生む社会を創出する 

ICT や IoT に関する技術やサービスが日々進化し、社会に投入されて
います。これらの進展により、距離や暮らしの中の不便さを乗り越え、
新たな関係性や暮らしを創出する可能性を秘めています。 
村では、オープンデータ化や人的ネットワークの構築を目指して「西

粟倉むらまるごと研究所」を設立しました。これらの取り組みを、「誰
一人取り残さない」形で推進してく必要があります。 

④ 地域経済循環を創出する 

近年のローカルベンチャー等の取り組みにより、「森林」を軸とした
産業が生まれてきました。また、そのことが地域の雇用創出や地域のブ
ランディングにもつながってきました。 
今後、新型コロナウィルス感染拡大を契機とした過度なグローバリゼ

ーション社会への見直し、持続可能な地域という視点から、地域内経済
循環を創出していくことが求められています。 
具体的には、生産誘発額（各産業の消費や投資が 100 万円増加したと

き域内の生産誘発効果）が高い、農業、その他の製造業、宿泊・飲食サ
ービスへの投資とともに、地域産業の軸である「林業」について、生産
誘発額を高める取り組みが求められます。 

⑤ 統合的に取り組むことが可能な持続可能な行政運営へ 

SDGｓ推進のためには、統合的に課題を解決していく必要があります。
これまで、行政運営はそれぞれの課が課題に向けて、取り組みを進めて
きました。今後、複数の課が協働で取り組む、また、ひとつの取り組み
が複数の課の課題を解決するなど、統合的な課題解決が可能となる仕組
みを作っていく必要があります。あわせて、新たな技術やあらゆる主体
とも連携しながら持続可能な行政運営の体制づくりが必要です。 
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第１部 はじめに 第２章 計画策定の背景 

出典：環境省 地域経済循環分析（平成 27（2015）年）



第２部 

基本構想 
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第１章 むらの未来像 
第１節 むらづくりの基本理念

西粟倉村のこれからのむらづくりにおいて、全ての分野にわたる基本
的な考え方である“基本理念”を以下のとおり定めます。 

基本理念 

Ⅰ
全ての人の「生きがい」を育む むらづくり  

子どもから高齢者までの村民、そして村づくりを支える交流人口を含
めた全ての西粟倉村に関わる人が、その人らしさを認め、活かし、活躍
できるむらづくりを目指します。 
そして、西粟倉村だからこそ、生きがいを感じることが出来、住み続

けたいと思えるむらづくりを目指します。 

基本理念 

Ⅱ
豊かな自然とのつながりを育む むらづくり  

本村の大きな魅力であり資源でもある森林をはじめとした“自然”を
今後も守り育てるとともに、子どもから高齢者まで“自然”を身近に感じ
るむらづくりを目指します。 

基本理念 

Ⅲ
将来への希望を育む むらづくり 

ICTや IoT等の基盤を整えながら、村が抱える立地的な課題を解決し、
未来志向の安全で安心な暮らしのできるむらづくりを進めていきます。 

基本理念 

Ⅳ
村民が関わり合い、支えあう むらづくり 

多様性を尊重しながらも、村民、移住者、多世代が関わり、支えあう
誰一人取り残さないむらづくりを目指します。自立した自治体として健
全で安定した財政基盤を確立し、健全で柔軟な行政運営を行います。 

第２節 むらの未来像

“将来像”は、村が今後目指していく、こうありたいという姿を示すも
のです。前節の『むらづくりの基本理念』を踏まえ、西粟倉村の将来像
を次のように定めます。

【将来像】 

村民や関係者から出された 10年後のわくわくする村の姿（一部） 

共存・循環

生きるを楽しむ 百年の森林
も り

に育まれたむら 

百年の森林
も り

全ての人の

生きがい・

つながり

自給自足

ができる 
村民の和 

多様性 

誰もが 

村を愛する 

都市の自由さ

と農村の温か

さが共存 

変わりなく

自然豊か 

緑と 

テクノロジー

世界とつながる 

行事・文化を 

大切にする村 

いつも 

チャレンジ 

する村 

子どもの数

が増える 

地域・次世代

との絆 

助け合い・

支えあい

が出来る 

誰もが 

生きがい

を感じる

誰もが 

安心して

暮らせる 



25 

第２部 基本構想                                        第１章 むらの未来像 

第３節 分野ごとのビジョン

むらづくりの４つの「基本理念」を踏まえつつ、村の将来像『百年の
森林
も り
・全ての人の生きがい・つながりが育む 共存・循環の“ 西粟倉村 ”』

の実現に向けて、行政の各分野で目指す姿を以下のように定めます。 

保健・医療・

福祉分野 
最後まで自分らしく生きるを楽しむ むらづくり

► 一人ひとりが、自分の体と健康に対する知識をもち、ご飯をいつまで
もおいしく食べることができるむら 

► 誰もが切れ目なく子育て支援を受けられ、子どもたちがのびのびと育
つことができる、安心して子育てができるむら 

► 高齢者や障がい者誰もが、地域社会を構成する一員として、地域でい
きいきと自分らしく暮らし続けられるむら 

► 市内外の関係機関の連携などにより、村で暮らしながら安心して医
療サービスを受けられるむら 

教育・文化 

分野
全ての村民が笑顔になる未来志向の むらづくり

► 多様な生涯学習の機会を創出されており、村民一人ひとりが大きな生
きがいや喜びを感じながら、いきいきと活動しているむら 

► 多くの村民がそれぞれにあったスポーツや運動を日常的に楽しみ、健
康的にいきいきと活動しているむら 

► 村の文化や風習が地域への愛着や誇りとして浸透し、今の暮らしに役
立て、次の世代につなげるむら

► 次代を担う子どもが、質の高い学びの中で生きる力を身につけ、心豊
かに育つことができるむら 

産業分野 地域の魅力を誇りにつなげる むらづくり 

► 意欲ある人がやりがいを持って取り組め、生産者・消費者どちらも笑
顔になる農業ができるむら 

► 森林価値を最大化し、森林の多面的な機能が維持され、次世代も誇れ
る信頼される林業 

► 村の地域資源を掘り起こし、磨きをかけ、発信し、みんなの笑顔とに
ぎわいがあふれるむら 

► 地域の魅力を生み出す人材を集め、育て続ける、魅力と活力のある商
工業が継続的に展開されるむら 

生活環境・ 

基盤整備分野

多世代・多様な人が暮らし続けることができる

むらづくり 

► 誰でも安全に負担が少なく移動できる交通基盤が整っているむら 
► 多くの人が住みたい、住み続けたいと思い、それを支える雇用環境と
住まいが整っているむら 

► 空き家が地域資源として活用されるとともに、安全な居住環境へ改善
がされているむら 

► 村民一人ひとりの環境意識が高く、ごみの減量化やリサイクルが進み、
環境負荷を軽減しているむら 

► 脱炭素化に向けて、省エネルギー・再生可能エネルギー対策が進んで
いるむら 

► 安心して利用できる上下水道が計画的に整備・更新されているむら 
► 地域で生き抜く力をつけ、火災や災害に対する高い対応能力を持った
むら 

► 一人で悩まず、誰かが助けてくれる安心して暮らしつづけることがで
きるむら 
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協働・行政

運営分野 

共に助け合い、協創する持続的な行政運営のむら

づくり 

► 誰もがそれぞれの立場や役割のもと、むらづくりに主体的に関わって
いける、みんなが支えあい協創するむら 

► 村民のニーズに応じた効果的な業務が遂行され、職員一人ひとりの能
力が発揮された持続的な行政運営を行うむら 

► 計画的、臨時的なあらゆる行政需要に対して、適正かつ柔軟に対応で
きる財政運営を行うむら 

► 情報基盤を活用することで、住民課題の解決や生活の質的向上させ、
誰一人取り残さない地域づくりを実現しているむら 

► 村民と行政の情報の共有化があちらこちらで進み、相互の熱い信頼関
係が構築されているむら 

► 多様な価値観を受け入れ、差別や偏見がなく一人ひとりがいきいきと
個性を発揮できるむら 

SDGs 勉強会を開催しました 

持続可能な村の未来を考える場として、村民向けのＳＤＧｓ勉強

会を開催しました。 

この勉強会では、ＳＤＧｓの原則である、「誰一人取り残さない」

ということと「統合的に解決する」という２つを重点テーマとしま

した。１回目は、ＳＤＧｓのポイントや地域の環境・経済・社会に

ついての講義を行いました。２回目は金沢工業大学考案のカードゲ

ームを活用し、「トレードオフ＝一得一失→取り残されそうな課題

→リソースカード（資源）を活用すること→統合的に課題解決する」

という流れを体感し、村の暮らしの中で「トレードオフ」が生じて

いることを「西粟倉村版トレードオフカード」として作成し、グル

ープで解決アイデアを話し合いました。 
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第４節 人口の将来展望

①これまでの人口動向 

村では、昭和 55（1980）年以降、15～64 歳の生産年齢人口が減少し
続けていることに加え、65歳以上の高齢者も平成 12（2000）年にピー
クに緩やかに減少しており、平成７（1995）年以降は全体として減少傾
向が継続しており、令和２年に 1,421 人（住民基本台帳による）となっ
ています。 
これは、平成 27（2015）年 8月に策定した「西粟倉村百年の森林構

想人口ビジョン」で目標として掲げた「令和 2（2020）年の総人口 1,493
人」には達していない状況ですが、平成 30（2018）年度に公表された
国立社会保障・人口問題研究所による令和 2（2020）年の推計人口 1,379
人よりは多い状況であり、ここ数年で減少傾向が緩やかになったことが
わかります。 
15 歳未満の年少人口は、これまでは減少傾向にありましたが、これ

までの積極的な移住支援策やローカルベンチャーなどの取り組みなど
により、若い世代を中心に村内へのＩＪターンが増加し、平成 27（2015）
年には増加に転じています。その一方で、20～40 代の若年・子育て層
の近隣市などへの転出が進んでいる状況もみられます。 
また、上記のように村に居住する村民だけではなく、仕事や、買い物

等での立ち寄り、地域づくり活動等への参加・支援など、様々な場面で
村と何らかの関わりを持って活動する人 （々関係人口）が存在しており、
そのような人々にも村は支えられています。 

年齢 3区分別人口の推移 

※昭和 55年～平成 27年は国勢調査、令和 2年は住民基本台帳

年齢階級別転出入の推移

※住民基本台帳による
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②地域別の人口動向 

地区別人口の推移を見てみると、平成 27（2015）年以降、谷口地区、
中土居地区及び猪之部地区においては人口が増加傾向にあります。 
一方、引谷地区、下土居地区では減少傾向が続いています。影石地区

も同様に減少傾向となっていましたが、平成 29（2017）年以降微増し
ています。 

地区別人口の推移

※住民基本台帳による

③人口の将来ビジョン 

本村の人口は、新たに設定した人口ビジョンに基づき、令和 12（2030）
年度の目標人口を 1,300 人とします。 
これまで、「百年の森林構想」による移住政策や、ローカルベンチャ

ーなどによる地域のしごとの拡大などにより、都市部などから転入する
単身者や家族が増えてきました。一方で、子育てや生活環境の充実を求
めて近隣地域に転出する若年世帯や、地域での暮らしをあきらめる高齢
者も一定数いるのが現状です。 
今後は、地域で暮らす村民が村から出ていかないような定住支援や子

育て環境の充実など、誰もが村でいきいきと幸せに暮らせる環境づくり
を進め、人口減少をなるべく食い止めていくことが求められます。 
一方で、全国的に人口は減少していく傾向にあり、また、夜間人口の

減少そのものが、村の活力低下に直接的につながるものではないと考え
ます。様々な人々の手により村の課題解決を図っていくため、村を訪れ、
地域づくりや社会活動を行う人々である関係人口の創出を目指します。 
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（参考）将来の人口推計の考え方 

①推計の方法 

将来人口を推計するためには、自然動態（出生・死亡）と、社
会動態（転入・転出）を設定することが必要です。各パラメータ
について、以下の５つのパターンを設定して、将来人口を推計し
ました。 

表 将来推計の考え方

推計ケース 自然動態
社会動態 

転入 転出 
国立社会保障・
人口問題研究所
の推計結果

将来合計
特殊出生
率・生残率

H17-H27 の人口
動向を勘案した将
来の純移動率

－ －

独自推計① 
施策を行わない
場合 

生残率は
上記と同
様 

合計特殊
出生率は
1.54 （ Ｈ
25-29）を
維持と仮
定 

社人研の推計値か
ら、現状の移住転
入超過分（5 人）
差し引き

－
高校卒業
時9割転出
大学卒業
時4割Uタ
ーン 
80 歳以上
4人転出 

独自推計② 
現状の移住支援
維持 単身5人、夫婦等

1 組、子育て世帯
1組 

単身3人
子育て世帯1
組 
夫婦１組

独自推計③
現状の移住支援
＋ 
定住支援を強化 上記から、子

育て世帯 1
組、夫婦１組
転出抑制 

上記から、
80 歳以上
2 人転出抑
制 

独自推計④
現状の移住支援
＋ 
定住支援と子育
て支援を強化

同上に加えて、子
育て世帯１組追加

② 推計の結果 

社人研推計パターン及び独自推計①～④いずれの場合におい
ても人口減少が進みますが、独自推計④の場合、2030 年の総人
口は 1,293 人、2050 年の総人口は1,134 人と推計されます。 
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1,421 178 721 522 12 577
1,245 175 606 464 12 506
1,122 122 554 446 8 456
1,185 135 604 446 9 481
1,261 152 645 464 11 512
1,293 183 658 452 14 525
976 148 470 357 9 396
644 49 268 327 1 262
838 85 421 332 5 340
1,029 115 548 365 7 418
1,134 164 628 341 12 460

年齢3区分別人口（人） 小学校1
学年人数
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第２章 むらづくりの基本方針 
第１節 施策体系

むらづくりの４つの「基本理念」を踏まえ、将来像の実現に向けて分野ごとの「目指す姿」を定めるとともに、それぞれの分野の施策を総合的に展
開することにより、重点課題の解決を図ります。 

Ⅰ . 全ての人の「生きがい」を育む むらづくり
Ⅱ . 豊かな自然とのつながりを育む むらづくり
Ⅲ . 将来への希望を育む むらづくり
Ⅳ . 村民が関わり合い、支えあう むらづくり

基本 
理念 

生
き
る
を
楽
し
む

百
年
の
森
林
に
育
ま
れ
た
む
ら

最後まで自分らしく 
生きるを楽しむ むらづくり
【保険・医療・福祉】 

全ての村民が笑顔になる 
未来志向の むらづくり 

【教育・文化】 

地域の魅力を 
誇りにつなげるむらづくり 

【産業】 

多世代・多様な人が暮らし続け
ることができるむらづくり 
【生活環境・基盤整備】 

【 分野別の目標 】

共に助け合い、協創する 
持続的な行政運営のむらづくり

【協働・行政】 

１ 健康に過ごし続けるための備え
２ 魅力的な子育て環境づくり
３ 誰もが住み続けられる環境づくり
４ 医療体制などの充実

１ 社会とつながるきっかけづくり
２ スポーツに出会う環境づくり
３ 文化に触れ、継承する環境づくり
４ 質の高い学校教育の推進

１ 地域の農業を支える環境づくり
２ 林業の振興と森林の多様化と価値最大化
３ 地域の光を魅せる取り組み推進
４ 地域経済循環を生み出す商工業の推進

１ 交通基盤の整備と持続可能な維持管理
２ 長く住み続けることができる環境づくり
３ 空き家対策の推進
４ ごみの減量化とリサイクルの推進
５ 脱炭素化に向けた取り組み推進
６ 上下水道の持続可能な維持管理
７ 地域の消防・防災力の向上
８ 安心して暮らし続ける環境づくり

１ あらゆる主体の参画・連携により地域を支える
２ 持続可能な行政事務の実施
３ 持続可能な公共財管理と財政運営
４ いつでもどこでもだれでもつながる
５ あちらこちらで進む情報の共有化
６ 取り残されそうな領域をほっとかない

【 施策 】 【むらづくりの重点戦略】

地域、世界とつながる
教育環境づくり

誰一人取り残さない
暮らしの環境づくり

地域経済循環を高める
農商工支援

地域の資源・人をつなぎ、
つながりを育む

IT基盤の整備および活用促
進

百年の森林構想の実現と
森林価値の最大化
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第２節 ＳＤＧｓの推進

令和元（2019）年７月、「SDGs 未来都市」に
選定されました。令和元（2019）年９月に策定し
た「西粟倉村 SDGs 未来都市計画」では、SDGs
に関する村の今後の取り組みについて、また、今
後取り組んでいくこととしている「自治体 SDGs
モデル事業」について、とりまとめています。 

①2030 年のあるべき姿 

今後 2030 年に向かって「brighten our forests, brighten our life, 
brighten our future!! 生きる を楽しむ」をキャッチコピーに、ひとり
一人の人生にフォーカスした取り組みを広げていくこととしている。そ
うした取り組みにより、様々な地域に暮らす人達が、それぞれの役割を
担い、楽しみながら暮らすことができる「百年の森林に囲まれた上質な
田舎」を 2030 年に実現していることを目指す。 

②優先的なゴール・ターゲット 

経済 社会 環境 

ターゲット 8,3 ターゲット 3.8 

ターゲット 4.7 

ターゲット 7,2 

ターゲット 15,2、15,4

③自治体 SDGs 推進モデル事業 

「森林ファンドと森林RE Design による百年の森林事業 ver.2.0」 

優先的なゴール、ターゲットに関するKPI 当初値
2019年3月

目標数2030
年

ローカルベンチャー事業発生数 34 件 50 件 
福祉系ローカルベンチャー事業数 2 件 4 件 
教育系ローカルベンチャー事業数 1 件 3 件 
再生可能エネルギーによる CO2 削減量 20 t-CO2 3,500t-CO2
百年の森林事業森林施業面積 1,580ha 約 3,000ha

三側面 指標名 目標値(2021年)
経済→環境 年間木材搬出量 約 8,000m3/年 
環境→経済 自然資本系ローカルベンチャーの売上 8.4 億円 
経済→社会 40 代以下のローカルベンチャー事業に

よる移住者 
15 人/年間 

社会→経済 ソーシャルビジネスローカルベンチャ
ー（教育分野）の創出 

3 事業 

社会→環境 さとのば大学の延参加人数（地域創造
人材の育成） 

20 人/3 か年 

環境→社会 森林事業、再生可能エネルギー関連事
業に関わるUI ターン者数 

10 人/3 か年 

西粟倉村

ＳＤＧｓロゴマーク
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第３節 将来像の実現に向けて

１． 総合振興計画の運用管理

総合振興計画は、基本構想・基本計画・実施計画によって成り立って
います。したがって、基本構想で定めた村のありたい姿、目指す姿を実
現するためには、戦略的な視点を持って、基本計画及び実施計画に掲げ
る施策・事業を適切に実行していく必要があります。 
このため、以下の方針により、総合振興計画の運用管理を行います。 

①重点課題に対する施策の重点化および 

公的なチャレンジを支える仕組みづくり 

限られた予算をより有効に活用しながら、村の将来像の実現に向けて
戦略的に取り組みを展開するため、第２節に掲げた「むらづくりの重点
課題」に関わる各分野の施策・事業を重点化し、優先的に予算を配分し
ます。 
一方、これまでの取り組みと同様に国のモデル事業等多様な資金を活

用しながらチャレンジを進めていきますが、全国的なモデル性だけでは
測れない、地域の粘り強い取り組みにより新たな仕組みや制度づくりが
求められる分野にあります 

＜要件例＞ 

 将来のあるべき姿が明示されている 

 あるべき姿に向かい、長期的な検証が必要（地域の交通弱者の足

の確保など） 

 国の補助等の対象ではない 

 職員からの提案   
 分野統合的な課題解決や持続可能な行政運営につながる    
など 

②事業評価による重点施策・事業の見直し 

村が行う全ての事業の進捗管理を適切に行いつつ、特に重点課題に関
わる施策・事業については、政策目標の達成状況を毎年度検証した上で
重点化すべき施策・事業の見直しを行い、翌年度の予算編成に反映しま
す。 

③運用管理のプロセス・結果の透明化 

施策・事業の運用管理については、毎年村民のみなさんにそのプロセ
スや結果をお知らせしながら推進していきます。 
さらに、社会経済情勢の変化などに合わせて計画を見直す場合も、「な

ぜ見直しが必要か。」「どのように見直すか。」を明らかにし、これらを
明確にして行います。 

④行政運営の適正化

以上のような適切かつ戦略的な施策を展開していくため、行政職員の
マネジメント能力の強化や資質の向上を図り、行政の組織力を最大限に
発揮できる体制づくりを進めます。 
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２． 行政・村民・地域・企業それぞれの役割

将来像の中心にあるのは、村の様々な場面で、生きるを楽しむ「人」
です。この場合の「人」とは、村の将来を支える「主体」という意味で
あり、決して村民のみなさんだけを指すものではありません。行政や地
域、NPO 等の団体や企業などもまた、これからのむらづくりを支える
「主体」です。 

総合振興計画は、本村の今後のむらづくりの基本的な方向性を定めた
ものですが、すべて行政だけで実施できるものではなく、村民はもとよ
り、地域や団体、企業等の協力と連携、協働が不可欠です。 

本基本構想がすべての主体にとって将来像の実現に向けた行動指針
となるよう、村民、地域、団体・企業及び行政それぞれが役割を果たし、
みんなでむらづくりを進めていくことが大切です。 

村民のみなさんは、むらづくりを支える大切な主役です。一人
ひとりが、地域活動をはじめ様々な行動を通じて、むらづくりに
取り組むことで、将来像に向かって進むことができます。 
特に村の子どもたちは、次代の西粟倉村を担うかけがえのない
存在であり、本村の未来を築いていく大切な宝です。子どもたち
が村に住み続けたい、将来帰ってきたいと思えるよう、子どもか
ら大人まで幅広い世代がつながりを持ちながら、むらづくりに主
体的に関わることが大切です。 

住
民
の
役
割

「人」が村の様々な場面でいきいきと活躍するためには、地域
社会において、人と人との心が通いあい、温かな絆で結ばれてい
ることが大前提となります。 
各地域では、これまで村民同士が助け合いながら様々な問題に
立ち向かってきました。今後も、地域の持つ力、コミュニティの
大切さを再認識し、村民、移住者、多世代のあらゆる人が関わり
支えあう中で、地域の連帯感を醸成するとともに、将来像という
共通目標に向けて一丸となって取り組むことができます。 

地
域
の
役
割

子育てや福祉、地域づくりなど様々な分野で活躍する団体やロ
ーカルベンチャー、むらの産業を支える企業は、住民や地域、行
政とともに、その専門性を発揮してむらの課題解決に取り組むな
ど、むらづくりに積極的に参画することが期待されます。 

団
体
・
企
業
の
役
割

総合振興計画に基づき、総合的かつ計画的に事業の推進や調整
を図ります。 
また、住民や地域、団体・企業等の主体的なむらづくりの取り
組みを支援するとともに、様々な立場の意見を取り入れ、各主体
と連携して、みんなでむらづくりを進めます。 

行
政
の
役
割




